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研究目的
精神障害者福祉法において，精神障害者の
社会参加と自立への促進が重要視されている．
障害者の地域生活を支えるのは，小規模作業
所等精神障害者社会復帰施設が中心的役割を
担っている．施設利用者側の視点に立つ研究
は少ない，ＱＯＬの向上は精神障害者支援の
目標と言われる．利用者の通所目的と生活満
足度から作業所の果たす役割を解明する．
研究方法
岡山県Ｋ市，工市，広島県Ｆ市の３精神障
害者小規模作業所において，２００４年８月２０日
から９月３０日までの間，「通所目的」，「生活
満足度」をアンケートで調査した．また，生
活歴に関しては聞き取り調査を行った．「通
所目的」の強さと 「生活満足度」の関連につ
いても考察する．
研究結果及び考察
アンケート対象者は２６名で，年齢も３０歳代，
４０歳代，５０歳代が各３割前後．作業所通所期
間は２年未満が５割，５年以上が４割．一般
就労希望者は９割．通所目的で最も得点が高
かったのは「安心できるから」という項目であ
り， 生活満足度で最も得点が高かった項目は
「社会資源の利用」．最も不満なのは「障害者
として扱われること」であった． 女性の方が
生活習慣づけを求めて通所し， 生活全般， 身
体的機能， 環境に満足していた． 高年齢者は
対人関係に満足していた．独身者と比較し，
有配偶者は生活全般において満足していた．
高年齢発症者は対人交流に満足していた．通
所目的と生活の満足度は相関があった．項目
グループ別で見ると，「心理的機能」グルー
プと「集団生活を求める」，「社会生活技能」，
「対人交流」各グループは相関があった．集団
生活を楽しみ，社会性を身につけ，対人交流
をするということは精神障害者のＱＯＬを高
めるという点でも作業所の有効性は大いにあ
ると考える．また，個人的レベルでケースご
との通所目的と生活満足度をレーダーチャー
トを使用し検証した．ここでも作業所の有効
性は明らかになった．
